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独⽴⾏政法⼈海洋研究開発機構

 
別紙1

海洋研究開発機構
横須賀本部、横浜研究所の施設⼀般公開について （お知らせ）

 海洋研究開発機構（理事⻑ 加藤康宏）は、科学技術週間⾏事の⼀環として、横須賀本
部、横浜研究所の施設⼀般公開を下記のとおり実施しますのでお知らせいたします。

記

[横浜研究所]
  ⽇時︓平成18年4⽉15⽇（⼟） 10︓00〜17︓00 ※詳細は別紙1のとおり

[横須賀本部]
  ⽇時︓平成18年5⽉20⽇（⼟）  9︓30〜16︓00 ※詳細は別紙2のとおり

 なお、上記以外の拠点であります、むつ研究所、⾼知コア研究所については、詳細が決
まり次第お知らせします。また、国際海洋環境情報センター（GODAC）については、通年
（休館⽇︓⽉、祝⽇、年末年始）で公開しています。

問い合わせ先
[横浜研究所] 管理室⻑ 他⾕ 康
 電話 045-778-5333
[横須賀本部] 総務部 普及・広報課⻑ ⾼橋 賢⼀
 電話 046-867-9066
経営企画室 報道室⻑ ⼤嶋 真司
 電話 046-867-9193
 
 

【横浜研究所 詳細】（添付︓リーフレット）

１．公開⽇時
 平成18年4⽉15⽇（⼟） 10︓00〜17︓00（受付は16︓30で終了）

  
２．場所

 

独⽴⾏政法⼈海洋研究開発機構 横浜研究所
  （ＪＲ根岸線・⾦沢シーサイドライン新杉⽥駅から徒歩15分）
  （京急杉⽥駅から徒歩20分）
  （横浜市営バス・京急バス「杉⽥」から徒歩5分）
  〒236-0001 横浜市⾦沢区昭和町3173-25

  
３．⼊場料 無料
  
４．テーマ
 『「ちきゅう」で⾒る地球』

https://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/archive/2006/20060320/yokohama.pdf
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５．主な公開内容

 

(1) 地球シミュレータの公開
(2) 地球情報館公開
(3) 公開セミナー4題
 ・ 東南海、南海地震サイクルシミュレーション
 ・ マントルを⽬指す「ちきゅう」
 ・ 台⾵の進路予測シミュレーション
 ・「ちきゅう」掘削から地球と⽣命の共進化に迫る︕
(4) 各種展⽰ 研究成果の展⽰
(5) その他
 ・ 科学実験教室（協⼒︓⽇本科学未来館ボランティアの皆さん）
 ・ スタンプラリー
 ・ ペーパークラフト教室（海洋⽣物）
 ・ 物品販売（刊⾏物、グッズ）

  

 
 
 

【横須賀本部 詳細】（添付︓リーフレット）

１．公開⽇時
 平成18年5⽉20⽇（⼟） 9︓30〜16︓00（受付は15︓30で終了）

  
２．場所

 
独⽴⾏政法⼈海洋研究開発機構 横須賀本部
  （京浜急⾏ 追浜駅下⾞ 無料送迎バス有り）
  〒237-0061 横須賀市夏島町2-15

  
３．⼊場料 無料
  
４．テーマ
 『感じよう 地球をぼくらの⼿の中に』

  
５．主な公開内容(内容は変更になる場合があります)
 (1)船舶公開（海洋調査船「かいよう」、学術研究船「淡⻘丸」）

 (2)海洋調査船「かいよう」体験乗船（事前申込／抽選）

 (3)座談会（映画「⽇本沈没」〜樋⼝真嗣監督、科学ジャーナリスト瀧澤美奈⼦さん、
「しんかい6500」パイロット）

 (4)公開セミナー（地球深部探査船「ちきゅう」、深海⽣物、有⼈潜⽔調査船「しんか
い6500」など）

 (5)各種展⽰

 

 ・ 研究成果の紹介

 ・ 観測・実験・分析機器の展⽰

 ・ タッチプールの展⽰（協⼒︓横浜・⼋景島シーパラダイス、神奈川県⽴三崎⽔産
⾼等学校）

 ・ ミズクラゲ、ユノハナガニの飼育展⽰（協⼒︓新江ノ島⽔族館）

 ・ 有⼈潜⽔調査船「しんかい6500」、有⼈潜⽔調査船「しんかい2000」、無⼈探
査機「かいこう7000」、掘削孔利⽤システム「べんけい」実機など

https://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/archive/2006/20060320/yokosuka.pdf


 (6)その他

 

 ・各種実験

 ・クイズ

 ・体験（⼩型⽔中ロボット操縦、ロープワーク、⾒学ツアーなど）

 ・物品販売（刊⾏物、グッズ）

 


